
先
日
「
一
〇
年
後
の
日
本
」
（
春

秋
新
書
）
と
い
う
本
を
読
ん
だ
。

同
書
で
は
、
一
〇
年
後
の
予
測
が

書
か
れ
て
い
て
、
興
味
深
い
と
い

う
か
、
恐
ろ
し
い
と
い
う
か
、
非

常
に
複
雑
な
感
想
に
私
は
と
ら
わ

れ
た
。
そ
れ
も
団
塊
の
世
代
と
い

わ
れ
る
人
た
ち
が
、
団
塊
と
な
っ

て
定
年
退
職
を
迎
え
る
こ
と
に
よ

る
問
題
提
起
と
な
っ
て
い
る
。
何

し
ろ
数
が
多
い
の
で
、
経
済
的
に

も
、
文
化
的
に
も
今
後
の
日
本
に

大
き
な
影
響
を
与
え
る
と
い
う
の

で
あ
る
。

さ
て
、
多
人
数
だ
か
ら
起
き
る

経
済
的
問
題
と
か
、
そ
の
他
の
政

治
的
問
題
は
さ
て
お
い
て
、
む
し

ろ
数
を
頼
み
と
し
た
こ
の
世
代
が
、

定
年
退
職
を
迎
え
て
後
ど
の
よ
う

に
過
ご
す
の
か
と
い
う
こ
と
に
、

私
と
し
て
は
も
っ
と
大
き
な
興
味

を
抱
い
て
い
る
。
勿
論
、
経
済
と

か
政
治
の
問
題
と
複
雑
に
絡
み
合
っ

て
い
る
問
題
提
起
で
あ
る
こ
と
は

承
知
の
上
で
あ
る
。
こ
れ
は
宗
教

の
問
題
と
も
深
く
か
か
わ
っ
て
い

る
し
、
教
会
の
切
実
な
問
題
で
も

あ
り
得
る
。
読
ん
だ
知
識
で
は
あ

る
が
、
こ
の
新
し
く
定
年
を
迎
え

て
熟
年
、
老
年
の
仲
間
入
り
す
る

人
々
は
、
今
ま
で
の
老
人
た
ち
と

違
っ
て
も
っ
と
質
を
求
め
る
時
代

を
作
り
出
す
と
い
わ
れ
て
い
る
。

と
す
れ
ば
、
精
神
的
な
必
要
に
答

え
る
教
会
な
ど
も
、
も
っ
と
質
を

高
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

質
を
高
め
る
と
は
ど
う
い
う
こ

と
で
あ
ろ
う
。
何
と
な
く
聖
書
の

勉
強
会
を
開
く
こ
と
で
も
な
い
し
、

お
祈
り
に
没
頭
す
る
こ
と
で
も
な

さ
そ
う
だ
。
い
わ
ゆ
る
生
き
て
い

る
人
間
の
問
題
に
目
覚
め
て
、
そ

れ
に
参
与
す
る
方
法
を
熟
年
層
に

提
示
で
き
る
宗
教
と
な
る
こ
と
だ

と
思
わ
れ
る
。
人
生
の
意
味
を
求

め
て
い
る
世
代
が
断
然
増
え
て
い

く
中
で
、
指
を
く
わ
え
て
「
人
が

来
な
い
」
な
ど
と
ぼ
や
い
て
い
て

も
仕
方
あ
る
ま
い
。
ど
う
し
て
来

な
い
の
か
、
何
が
今
の
教
会
に
は

欠
け
て
い
る
の
か
、
や
は
り
真
剣

に
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
。
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は
ば
た
き

五
月
を
「
マ
リ
ア
を
敬
う
月
」

と
す
る
マ
リ
ア
信
心
は
ロ
ー
マ

人
や
ゲ
ル
マ
ン
人
の
春
の
訪
れ

を
祝
う
五
月
祭
を
背
景
に
、
す

で
に
中
世
に
始
ま
っ
て
い
る
。

だ
が
五
月
を
通
し
て
マ
リ
ア

様
の
た
め
に
祈
り
続
け
る
信
心

は
、
近
世
に
な
っ
て
か
ら
の
よ

う
で
あ
る
。
暑
い
夏
に
は
程
遠

く
、
じ
め
じ
め
し
た
梅
雨
に
も

間
が
あ
る
五
月
。
花
咲
き
、
風

か
お
る
五
月
を
、
マ
リ
ア
様
の

月
と
す
る
の
は
と
て
も
相
応
し

く
思
わ
れ
る
。

昔
は
た
い
て
い
教
会
に
洞
窟

と
マ
リ
ア
像
が
あ
っ
た
も
の
だ

が
、
今
で
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ

な
い
の
は
何
故
だ
ろ
う
か
。

今
時
珍
し
い
ほ
ど
の
「
ル
ル

ド
の
洞
窟
」
の
一
つ
は
、
三
本

松
教
会
に
あ
る
。
こ
れ
は
マ
リ

ア
様
を
殊
の
ほ
か
敬
愛
し
て
お

ら
れ
た
故
山
下
神
父
の
時
代
に
、

信
徒
数
人
で
手
作
り
し
た
と
伺
っ

て
い
る
。

今
年
も
こ
の
三
本
松
教
会
で
、

五
月
二
八
日
に
恒
例
の
ル
ル
ド

祭
が
行
わ
れ
る
。

聖土曜日復活徹夜祭にて

一
〇
年
後
・
・
・
も
っ
と
質
を
高
め
る
に
は

ど
の
よ
う
な
教
会
で
あ
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う

高
松
教
区
長

溝
部

脩



喜
び
の
う
ち
に

キ
リ
ス
ト
を
伝
え
た
い

生
涯
養
成
委
員
会
委
員
長

Sr
メ
リ
ー
・
ギ
リ
ス

高
松
教
区
の
皆
さ
ま
、
初
め
ま
し
て
、

四
月
か
ら
高
松
教
区
事
務
局
で
働
く
こ
と

に
な
っ
た
シ
ス
タ
ー
メ
リ
ー
・
ギ
リ
ス
で

す
。カ

ナ
ダ
の
東
に
あ
る
プ
リ
ン
ス
エ
ド
ワ
ー

ド
島
（
「
赤
毛
の
ア
ン
」
の
舞
台
に
な
っ

て
い
る
島
）
で
生
ま
れ
、
五
三
年
前
に
コ

ン
グ
レ
ガ
シ
オ
ン
・
ド
・
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム

修
道
会
に
入
会
し
ま
し
た
。
来
日
し
た
の

は
四
一
年
前
の
一
九
六
五
年
で
す
が
、
最

初
の
二
年
間
は
、
東
京
に
あ
る
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
会
の
日
本
語
学
校
で
勉
強
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
修
道
会
が
経
営
す
る
北
九
州
市

の
明
治
学
園
と
福
島
市
の
桜
の
聖
母
学
院

で
ず
っ
と
教
育
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

教
育
の
中
で
何
よ
り
も
伝
え
た
い
と
思
っ

た
の
は
、
そ
の
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
が
ど

れ
ほ
ど
神
様
に
愛
さ
れ
て
い
る
の
か
、
神

様
の
目
に
は
ど
れ
ほ
ど
尊
い
存
在
で
あ
る

の
か
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

今
ま
で
は
教
会
の
大
切
な
活
動
で
あ
る

「
宣
教
」
を
学
校
教
育
を
通
し
て
し
て
き

ま
し
た
が
、
今
度
は
皆
さ
ま
と
共
に
直
接

教
会
の
た
め
に
働
く
こ
と
が
で
き
る
の
を

心
か
ら
喜
ん
で
お
り
ま
す
。
「
生
涯
養
成
」

の
内
容
に
つ
い
て
は
ま
だ
ま
だ
把
握
し
て

い
ま
せ
ん
が
、
五
十
年
以
上
の
修
道
生
活

の
中
で
私
自
身
は
た
く
さ
ん
の
人
を
通
し

て
学
ぶ
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
し
、
時
代

と
共
に
福
音
を
伝
え
て
い
く
た
め
の
工
夫

の
大
切
さ
も
痛
感
し
て
い
ま
す
。
だ
か
ら

こ
そ
皆
さ
ま
と
力
を
合
わ
せ
て
、
二
〇
〇

六
年
と
い
う
「
今
」
の
中
で
復
活
さ
れ
た

キ
リ
ス
ト
を
喜
び
の
う
ち
に
伝
え
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
お
祈

り
を
頼
り
に
・
・
・
。

司
祭
評
議
会

協
力
宣
教
司
牧

四
月
か
ら
全
地
区
で

二
〇
〇
六
年
度
司
祭
評
議
会
は
、
二
月

七
日
に
第
一
回
、
三
月
七
日
に
第
二
回
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
討
議
内
容
は
次

の
通
り
で
す
。

１

二
〇
〇
七
年
四
月
か
ら
の
新
会
計
シ

ス
テ
ム
実
施
に
向
け
、
説
明
会
が
行
わ

れ
て
い
る
。
第
一
回
は
二
月
二
六
日
に
、

カ
ト
リ
ッ
ク
会
館
で
教
区
全
体
の
説
明

会
を
行
っ
た
。
第
二
回
は
八
月
一
九
日

松
山
教
会
、
八
月
二
〇
日
カ
ト
リ
ッ
ク

会
館
で
行
う
。
第
三
回
は
一
一
月
一
八

日
松
山
教
会
、
一
一
月
一
九
日
カ
ト
リ
ッ

ク
会
館
で
行
う
。
第
二
回
、
第
三
回
は

都
合
の
良
い
会
場
の
方
に
必
ず
参
加
さ

れ
た
い
。

２

デ
・
ボ
ッ
タ
リ
教
皇
大
使
は
、
五
月

六
日
か
ら
一
一
日
ま
で
高
松
教
区
の
特

別
視
察
を
行
う
こ
と
を
決
定
し
た
。
概

ね
次
の
よ
う
な
日
程
。

六
日
＝
高
松
到
着
。
司
教
様
と
の
対
話

七
日
＝
一
〇
時
ミ
サ
（
カ
テ
ド
ラ
ル
）

修
道
女
と
の
対
話

坂
出
教
会
、
聖
マ
ル
チ
ン
病
院

訪
問

八
日
＝
司
祭
と
の
対
話

香
川
県
知
事
訪
問

九
日
＝
国
際
神
学
院
訪
問

一
〇
日
＝
カ
タ
リ
ナ
大
学
訪
問

一
一
日
＝
一
〇
時
ミ
サ
（
松
山
教
会
）

信
徒
と
の
対
話

松
山
よ
り
帰
京

３

四
月
か
ら
、
全
地
区
で
協
力
宣
教
司

牧
を
実
施
す
る
。
ゼ
ロ
か
ら
の
出
発
で
、

し
ば
ら
く
手
探
り
の
状
態
が
続
く
が
、

先
ず
司
祭
た
ち
が
あ
る
程
度
共
通
し
た

教
会
観
を
共
有
し
、
教
区
目
標
の
一
致

に
向
け
て
司
祭
お
よ
び
信
徒
間
の
協
力

を
推
進
し
て
い
く
。

４

池
田
教
会
に
ロ
メ
オ
師
が
主
任
司
祭

と
し
て
着
任
し
、
外
国
人
の
霊
的
交
わ

り
の
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
青
年
層
の
黙
想

会
、
研
修
会
の
場
と
し
て
池
田
教
会
を

活
用
し
て
い
く
。

５

聖
霊
降
臨
祭
に
出
さ
れ
る
司
教
教
書

の
テ
ー
マ
を
「
聖
体
」
と
す
る
こ
と
に

決
定
し
、
そ
の
骨
子
を
検
討
し
た
。

教
区
事
務
局
長

浜
口
末
男
神
父

宣
教
司
牧
評
議
会

高
松
教
区
が
取
り
組
む
べ
き

優
先
課
題
等
検
討

第
一
回
の
宣
教
司
牧
評
議
会
が
二
月
二

五
日
に
開
催
さ
れ
、
三
月
三
一
日
に
は
役

員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
討
議
内
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容
は
次
の
通
り
で
す
。

１

宣
教
司
牧
評
議
会
の
前
身
で
あ
る
信

徒
使
徒
職
協
議
会
で
準
備
さ
れ
た
高
松

教
区
宣
教
司
牧
評
議
会
規
約
を
検
討
し
、

決
定
し
た
。

２

宣
教
司
牧
評
議
会
の
役
員
と
し
て
次

の
方
々
が
選
出
さ
れ
た
。
こ
の
方
々
は

二
ヶ
月
に
一
回
開
催
さ
れ
る
役
員
会
に

出
席
し
、
司
祭
評
議
会
と
と
も
に
、
教

区
運
営
の
二
本
柱
と
な
り
活
動
を
し
て

い
く
。

【
役
員
】

溝
部
司
教
（
会
長
兼
議
長
）
、
松
永

洋
司
師
（
副
会
長
）
、
浜
口
末
男
師
、

Sr
竹
中
史
江
、
今
泉
芳
純
、
岡
副
俊

雄
、
高
田
芙
美
、
中
越
恵
美
、
西
川

康
廣
（
書
記
）

３

一
〇
月
一
八
日
か
ら
二
二
日
ま
で
タ

イ
・
チ
ェ
ン
マ
イ
で
開
か
れ
る
東
ア
ジ

ア
宣
教
大
会
「
宣
教
と
文
化
土
着
化
」

に
、
高
松
教
区
か
ら
西
川
康
廣
氏
を
派

遣
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

４

二
〇
〇
六
年
度
の
「
教
区
民
の
日
」

は
県
単
位
で
開
催
し
、
テ
ー
マ
は
「
聖

体
」
「
一
致
」
と
す
る
。

５

宣
教
司
牧
評
議
会
結
成
に
当
た
っ
て
、

高
松
教
区
が
取
り
組
む
べ
き
優
先
課
題

に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。

①

教
区
の
将
来
を
考
え
、
青
少
年
宣

教
司
牧
委
員
会
が
立
ち
上
が
っ
た
。

評
議
会
と
し
て
種
々
の
要
望
を
出
し

な
が
ら
、
出
来
る
限
り
の
手
助
け
を

す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

②

高
松
教
区
に
は
邦
人
司
祭
の
召
命

が
な
い
。
外
国
人
も
含
め
、
若
い
家

庭
を
育
て
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い

の
か
考
え
て
い
く
こ
と
に
し
た
。

③

四
月
か
ら
開
設
さ
れ
る
「
生
涯
養

成
デ
ス
ク
」
の
助
け
を
借
り
て
、
宣

教
司
牧
評
議
会
が
生
涯
養
成
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
主
催
す
る
。
目
標
は
、
現
代

社
会
に
向
か
っ
て
キ
リ
ス
ト
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
発
信
す
る
こ
と
で
あ
る
。

教
区
事
務
局
長

浜
口
末
男
神
父

青
少
年
委
員
会

活
動
方
針
決
定

「
放
っ
て
お
る
」
体
制
作
り

三
月
一
二
日
に
第
二
回
青
少
年
委
員
会

を
開
催
し
、
次
の
よ
う
な
報
告
と
協
議
を

行
い
ま
し
た
。

１

報
告
事
項

①

日
韓
大
学
生
交
流
＝
二
月
二
三
日

（
木
）
～
二
七
日
（
月
）
於
広
島
。

日
本
・
韓
国
か
ら
各
二
〇
名
が
参
加
。

ソ
ー
ラ
ン
節
で
歓
迎
。
日
韓
片
言
で

交
流
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
観
光
も
取

り
入
れ
な
が
ら
、
日
韓
の
学
生
が
共

に
平
和
に
つ
い
て
考
え
分
か
ち
合
う

良
い
機
会
と
な
っ
た
。

②

「
ど
う
し
よ
う
！
子
ど
も
と
の
関

わ
り
」
＝
二
月
二
五
日
（
土
）
於
岡

山
教
会
。
外
国
か
ら
来
た
信
徒
の
子

ど
も
た
ち
へ
の
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
、

報
告
が
あ
っ
た

③

青
年
の
つ
ど
い
準
備
会
＝
三
月
四

日
（
土
）
、
五
日
（
日
）
於
松
山
教

会
。
四
国
四
県
か
ら
若
者
一
六
名
、

大
人
四
名
参
加
。
当
日
の
日
程
や
役

割
分
担
に
つ
い
て
話
し
合
い
や
分
か

ち
合
い
を
行
っ
た
。
青
年
た
ち
の
意

識
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。

２

協
議
事
項

①

青
少
年
委
員
会
の
方
針
決
定

ア

青
少
年
一
人
ひ
と
り
を
か
け
が

え
の
な
い
存
在
と
し
て
尊
重
し
、

大
切
に
す
る

彼
ら
の
持
つ
タ
レ
ン
ト
や
固
有

の
召
命
を
引
き
出
し
、
そ
れ
を
生

か
せ
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
す
る

自
主
的
活
動
の
支
援
「
放
っ
て

お
る
」
（
※
注
）
態
勢

イ

青
少
年
が
出
会
う
場
、
信
仰
（
親

交
）
を
深
め
る
場
の
提
供
、
種
々

の
サ
ポ
ー
ト

つ
ど
い
、
黙
想
会
、
研
修
会
、

キ
ャ
ン
プ

そ
の
た
め
の
場
所
・
資
料
・
人

材
・
資
金
面
の
サ
ポ
ー
ト

ウ

青
少
年
が
集
ま
り
や
す
い
未
来

の
教
会
像
の
模
索

対
象
と
し
て
カ
ト
リ
ッ
ク
青
少

年
信
徒
だ
け
で
な
く
、
四
国
内
の

青
少
年
全
員
と
す
る

教
区
の
目
標
・
使
命
を
青
少
年

に
伝
え
、
逆
に
青
少
年
の
意
見
・

考
え
を
教
区
に
伝
え
て
い
く

※
「
放
っ
て
お
く
」
で
は
な
く
「
放
っ
て

お
る
」
＝
青
少
年
の
行
動
を
放
っ
た

ら
か
し
に
す
る
の
で
は
な
く
、
と
い
っ

て
事
細
か
く
指
示
す
る
の
で
も
な
く
、

そ
ば
に
い
て
見
守
る
。

②

子
ど
も
の
つ
ど
い

開
催
日
＝
六
月
三
日
（
土
）
～
四
日
（
日
）

場

所
＝
新
居
浜
。
修
道
院
経
営
の
聖

マ
リ
ア
幼
稚
園

テ
ー
マ
＝
「
ご
聖
体
と
ミ
サ
に
つ
い
て
」

ま
た
は
「
私
た
ち
が
作
る
ミ

サ
」
。
詳
細
は
後
日
決
定

③

高
校
生
活
動
に
つ
い
て

中
国
ブ
ロ
ッ
ク
高
校
生
大
会
に
青

少
年
委
員
か
ら
二
名
が
参
加
。
そ
こ

で
得
た
こ
と
を
参
考
に
高
松
教
区
内

で
生
か
し
て
い
く
。

青
少
年
委
員
長

Br
八
木
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青少年委員会スタッフ



東
北
の
旅
と

仙
台
教
区
新
司
教
着
座
式

感
動
的
な
巡
礼
ツ
ア
ー
に
参
加
し
て

～
後
藤
寿
庵
の
心
～

大
阪
空
港
に
高
松
教
区
の
各
地
区
か

ら
集
ま
っ
た
信
者
は
、
空
路
で
仙
台
に

む
か
っ
て
旅
立
っ
た
。
仙
台
空
港
に
降

り
立
っ
た
一
行
は
、
ま
だ
各
所
に
雪
の

残
る
早
春
の
陽
射
し
も
ま
ぶ
し
い
東
北

の
景
色
に
、
こ
れ
か
ら
体
験
す
る
数
々

の
思
い
に
各
自
が
、
期
待
を
抱
い
て
い

る
。
「
今
日
で
良
か
っ
た
で
す
よ
。
昨

日
ま
で
は
雨
や
雪
で
大
変
で
し
た
」
と

ガ
イ
ド
さ
ん
は
優
し
く
こ
う
話
し
な
が

ら
、
迎
え
て
く
れ
た
。
溝
部
司
教
様
の

他
は
、
仙
台
は
初
め
て
と
い
う
人
が
殆

ど
で
あ
る
。
バ
ス
の
中
で
は
資
料
を
手

に
溝
部
司
教
様
か
ら
東
北
地
方
の
殉
教

者
の
話
を
聞
く
。
迎
賓
館
の
よ
う
な
仙

台
教
区
の
司
教
館
は
素
晴
ら
し
い
造
り

で
、
随
所
に
設
計
者
と
共
に
関
わ
っ
た

溝
部
司
教
様
の
思
い
が
盛
り
込
ま
れ
て

い
る
。
中
で
も
中
央
に
あ
る
小
聖
堂
は
、

ま
わ
り
に
使
わ
れ
て
い
る
ス
テ
ン
ド
グ

ラ
ス
も
き
れ
い
で
聖
堂
の
中
に
い
る
だ

け
で
心
の
落
ち
着
き
を
感
じ
る
。
そ
ん

な
司
教
館
を
、
不
意
に
離
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
当
の
溝
部
司
教
様
は
も
と
よ
り
、

仙
台
教
区
民
に
と
っ
て
は
、
将
に
青
天

の
霹
靂
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
司
教
館

が
あ
る
小
高
い
丘
に
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク

系
病
院
と
、
二
つ
の
修
道
院
が
あ
り
、

そ
の
環
境
は
、
祈
り
の
場
に
相
応
し
い
。

バ
ス
は
東
北
自
動
車
道
を
北
上
し
岩
手

県
水
沢
市
へ
向
か
う
。
水
沢
教
会
で
は

佐
藤
修
神
父
様
と
、
信
徒
の
方
と
共
に

ミ
サ
に
与

る
。
一
六

一
〇
年
代

に
現
在
の

水
沢
市
福

原
の
領
主

と
な
っ
た

後
藤
寿
庵

は
胆
沢
川

に
「
寿
庵

堰
」
を
設
け
、
農
業
の
近
代
化
に
尽
く

す
と
共
に
、
す
で
に
洗
礼
を
受
け
て
い

た
寿
庵
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
宣
教
に
も

大
い
に
力
を
注
い
だ
。
今
で
は
五
月
最

後
の
日
曜
日
に
、
多
く
の
信
徒
が
集
ま
っ

て
「
寿
庵
祭
」
を
開
く
と
い
う
。

～
仙
台
教
区
司
教
着
座
式
～

二
〇
〇
六
年
三
月
四
日
、
又
も
や
司

教
座
空
位
と
な
っ
て
い
た
仙
台
教
区
に
、

待
た
れ
て
い
た
新
司
教
が
誕
生
す
る
。

お
祝
い
と
答
礼
に
駆
け
つ
け
た
高
松
教

カトリック高松教区報 ２００６年５月７日（第１１１号） ( 4 )

司祭名 新任務

ルイジ・シメオーニ 池田教会協力司祭

諏訪栄治郎 高知地区協力宣教司牧モデラトール

土佐義和 高知地区協力宣教司牧協力司祭

サトルニノ・ゴンザレス 松山地区協力宣教司牧協力司祭

ルイス・グティエレス 松山地区協力宣教司牧協力司祭

ハビエル・レチョン 松山地区協力宣教司牧協力司祭

松永洋司
高松地区協力宣教司牧モデラトール
（番町教会担当）

栃尾泰英
高松地区協力宣教司牧協力司祭
（桜町教会担当）

オルザイス・フランシスコ
高松地区協力宣教司牧協力司祭
（坂出教会担当）

浜口末男
高松地区協力宣教司牧協力司祭
（小豆島教会担当）

濱口秀昭 高松地区協力宣教司牧協力司祭

各
地
区
だ
よ
り

寿庵廟の前で
溝部司教と佐藤修神父（右端）

司
祭
の
異
動

三
月
一
二
日
に
高
松
教
区
司
祭
の
異
動
が
発
表

さ
れ
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

（
「
モ
デ
ラ
ト
ー
ル
」
は
責
任
者
の
こ
と
で
す
。
）

司祭名 新任地 前任地

ホルヘ・ソーザ 鹿児島教区小宿教会主任 桜町教会助任

ロメオ・ベルナベ 池田教会主任 新居浜教会助任

ブラッドリー・ロザイロ 高知地区協力宣教司牧協力司祭 大阪教区伊丹教会主任

岡本哲男
松山教会
松山地区協力宣教司牧モデラトール

東京聖ヨゼフ修道院



区
の
信
者

三
四
名
が
、

喜
び
と
祈

り
の
う
ち

に
参
加
さ

せ
て
い
た

だ
く
日
だ
。

式
場
の
白

百
合
学
園

の
ホ
ー
ル

に
は
、
一
五
〇
〇
人
を
超
え
る
信
徒
や
、

多
く
の
司
祭
、
日
本
の
全
司
教
団
が
、

更
に
ロ
ー
マ
教
皇
大
使
も
出
席
し
て
、

新
司
教
の
着
座
式
が
盛
大
・
厳
粛
に
行

わ
れ
た
。
こ
の
会
場
で
は
、
高
松
教
区

の
信
者
の
た
め
に
、
前
列
の
三
・
四
列

目
の
席
を
確
保
し
て
く
れ
親
切
な
案
内

を
し
て
い
た
だ
い
た
。
祝
辞
に
立
っ
た

溝
部
脩
司
教
様
に
、
温
か
い
信
徒
の
拍

手
が
鳴
り
止
ま
な
い
。
あ
ん
な
に
優
し

い
表
情
で
話
す
溝
部
脩
司
教
様
の
顔
を

始
め
て
見
た
。
平
賀
徹
夫
新
司
教
様
が
、

謝
辞
の
中
で
高
知
の
信
徒
か
ら
貰
っ
た

と
い
う
手
紙
の
件
が
披
露
さ
れ
た
時
、

自
分
た
ち
の
小
さ
な
行
為
が
癒
し
に
役

立
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
平
賀
徹
夫
新
司

教
様
の
心
に
留
ま
っ
て
い
た
こ
と
に
胸

が
熱
く
な
っ
た
。
ま
た
紹
介
を
受
け
て

立
っ
た
、
高
松
教
区
か
ら
駆
け
つ
け
た

私
達
に
、
会
場
か
ら
温
か
い
拍
手
が
送

ら
れ
た
。
こ
の
日
を
境
に
、
溝
部
脩
司

教
様
の
気
持
は
、
今
後
の
高
松
教
区
の

再
生
に
全
力
で
向
か
う
決
意
を
胸
に
収

め
ら
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
と
、
推
察
さ

れ
た
。
そ
の
高
松
教
区
に
も
三
年
後
を

し
っ
か
り
見
据
え
る
覚
悟
が
求
め
ら
れ

て
い
る
の
だ
。

中
島
町
教
会

岡
副
俊
雄

ミ
サ
に
お
け
る
『
典
礼
聖
歌
』

ミ
サ
に
よ
り
良
く
与
る
た
め
に

ミ
サ
は
歌
に
始
ま
り
、
歌
に
終
わ
り

ま
す
。
主
日
の
ミ
サ
で
は
、
三
つ
の
み

こ
と
ば
が
宣
言
さ
れ
、
ミ
サ
の
間
に
、

少
な
く
と
も
九
～
一
〇
の
歌(
典
礼
聖
歌)

が
歌
わ
れ
ま
す
。
即
ち
、
入
祭
の
歌
、

あ
わ
れ
み
の
賛
歌
、(

栄
光
の
賛
歌)
、

答
唱
詩
篇
、
ア
レ
ル
ヤ
唱(

又
は
詠
唱)
、

奉
納
の
歌
、
感
謝
の
賛
歌
、
平
和
の
賛

歌
、
拝
領
の
歌
、
閉
祭
の
歌
等
で
す
。

更
に
、
主
の
祈
り
、
使
徒
信
条
も
歌
わ

れ
る
場
合
を
考
え
ま
す
と
、
ミ
サ
に
お

け
る
典
礼
聖
歌
の
占
め
る
割
合
は
大
変

大
き
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
更
に
、
奉
献

文
も
歌
わ
れ
る
と
き
に
は
、
歌
ミ
サ
の

言
葉
ど
お
り
、
神
へ
の
賛
美
の
歌
に
よ
っ

て
ミ
サ
全
体
が
包
ま
れ
る
の
で
す
。
三

本
松
教
会
の
典
礼
委
員
と
し
て
、
私
は

主
任
司
祭
及
び
信
徒
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
得
て
、
次
の
様
な
こ
と
を
心
掛
け

て
い
ま
す
。

一

歌
詞
は
一
番
だ
け
で
終
わ
ら
ず
、

最
低
二
番
ま
で
歌
う
。

二

歌
え
る
と
こ
ろ
は
極
力
歌
う
こ
と
。

例
え
ば
、
共
同
祈
願
の
意
向
の
あ
と

の
祈
り
と
か
。

三

喜
び
を
も
っ
て
大
き
な
声
で
歌
う
。

主
任
司
祭
ネ
ル
ソ
ン
神
父
の
ご
指
導

に
よ
っ
て
、
ミ
サ
に
、
よ
り
良
く
与
る

た
め
、
第
一
朗
読
の
あ
と
と
第
二
朗
読

の
あ
と
、
直
ぐ
に
歌
に
入
ら
な
い
で
暫

く
黙
想
し
、
み
こ
と
ば
を
味
わ
う
時
間

を
持
ち
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
心
に

安
ら
ぎ
が
得
ら
れ
、
よ
り
一
層
心
を
込

め
て
聖
歌
を
歌
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

又
、
季
節
に
よ
っ
て
、
七
つ
あ
る
ミ
サ

曲
を
変
更
す
る
と
か
、
奉
納
の
歌
は
歌

わ
ず
に
オ
ル
ガ
ン
だ
け
に
す
る
と
か
、

変
化
を
持
た
す
事
も
試
み
ま
し
た
。

み
こ
と
ば
、
ゆ
っ
く
り
と
大
き
な
声

で
宣
言
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
私
た

ち
の
中
に
よ
り
深
く
入
り
ま
す
。
そ
し

て
、
強
く
私
た
ち
を
回
心
に
導
き
、
私

た
ち
は
新
し
い
人
に
生
ま
れ
変
わ
る
こ

と
が
出
来
ま
す
。
特
に
、
福
音
が
宣
言

さ
れ
る
と
、
私
た
ち
の
中
に
い
る
悪
魔

は
キ
リ
ス
ト
の
力
に
怯
え
ま
す
。
み
こ

と
ば
に
は
力
が
あ
り
、
悪
魔
を
追
い
出

し
ま
す
。
或
る
神
父
様
に
云
わ
れ
ま
し

た
、
「
あ
な
た
は
分
か
ら
な
く
て
も
、

あ
な
た
の
心
の
中
に
い
る
悪
魔
は
、
キ

リ
ス
ト
の
言
葉
を
聞
い
て
震
え
て
い
る
」

と
。
目
で
読
む
の
で
は
な
く
、
口
で
宣

言
さ
れ
る
聖
書
は
、
神
の
声
で
あ
り
、

力
が
あ
り
ま
す
。

ペ
ト
ロ
の
信
仰
宣
言
の
あ
と
、
私
達

は
ご
聖
体
を
戴
き
ま
す
。
私
は
、
ご
聖

体
を
戴
く
と
き
何
時
も
、
「
エ
フ
ェ
ソ

の
信
徒
へ
の
手
紙
一
・
四
～
五
」
を
思

い
出
し
ま
す
。
「
私
は
こ
の
世
に
生
ま

れ
て
来
る
前
か
ら
、
神
様
に
導
か
れ
て

来
た
の
だ
」
と
。
今
、
七
五
年
の
人
生

を
振
り
返
っ
て
、
自
分
の
計
画
で
は
な

い
神
の
導
き
の
道
を
歩
い
て
来
た
け
れ

ど
も
、
神
様
が
与
え
て
下
さ
っ
た
現
在

の
生
活
に
感
謝
し
喜
ん
で
い
ま
す
。
今

日
の
ミ
サ
も
、
信
徒
が
口
を
大
き
く
開

け
て
歌
う
素
晴
ら
し
い
聖
歌
の
響
き
が
、

小
さ
な
御
堂
一
杯
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

三
本
松
教
会

笹
瀬
孝
夫

カトリック高松教区報 ２００６年５月７日（第１１１号）( 5 )

教皇ベネディクト１６世の
任命書が掲げられた

☆

東
北
巡
礼
と
仙
台
教
区
新
司
教
様
着
座
式

の
旅
の
詳
し
い
状
況
は
、
高
松
教
区
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

第
一
日
目
を
番
町
教
会
上
埜
テ
ル
ミ
さ
ん
、

第
二
日
目
を
桜
町
教
会
鶴
見
典
子
さ
ん
、
第

三
日
目
を
桜
町
教
会
和
田
伸
さ
ん
に
そ
れ
ぞ

れ
寄
稿
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://www.takamatsu.catholic.ne.jp/

三本松教会聖堂



コ
ル
ベ
神
父
資
料
館
を
訪
ね
て

い
つ
の
頃
か
ら
か
、
夏
に
は
家
族
で

帰
郷
す
る
こ
と
が
、
毎
年
恒
例
と
な
っ

て
お
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
今

年
は
家
族
に
促
さ
れ
て
、
春
休
み
の
三

月
二
〇
日
に
長
崎
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。

今
回
の
帰
郷
の
目
的
に
は
、
意
外
に

も
、
今
ま
で
に
行
っ
た
こ
と
が
な
い
と

い
う
家
族
の
要
望
に
応
え
て
、
観
光
名

所
を
訪
れ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
れ

で
、
ど
こ
が
い
い
の
か
考
え
た
挙
句
、

も
う
四
〇
年
程
行
っ
た
こ
と
が
な
か
っ

た
大
浦
天
主
堂
へ
行
っ
て
み
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

そ
の
御
聖
堂
の
横
に
、
ド
・
ロ
神
父

様
が
設
計
さ
れ
た
と
い
う
神
学
校
の
建

物
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
建
物
の
一
階
が

資
料
館
に
な
っ
て
お
り
、
順
路
を
辿
る

と
最
後
の
部
屋
が
コ
ル
ベ
神
父
様
の
資

料
室
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
い
ろ
ん
な

も
の
が
飾
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
や
は
り
、

何
と
言
っ
て
も
ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
収
容

所
の
囚
人
と
な
っ
た
絵
を
喰
い
入
る
よ

う
に
見
て
し
ま
い
ま
し
た
。

「
憎
し
み
か
ら
は
何
も
生
ま
れ
ま
せ

ん
。
愛
だ
け
が
創
造
す
る
の
で
す
。
苦

し
み
は
私
た
ち
を
消
滅
さ
せ
ま
せ
ん
。

私
た
ち
の
霊
が
主
の
前
に
も
っ
と
強
く

な
れ
る
よ
う
、
助
け
て
く
れ
る
の
で
す
。
」

今
の
社
会
に
生
き
る
人
々
の
中
に
は
、

心
が
か
な
り
歪
ん
で
い
る
よ
う
に
見
受

け
ら
れ
る
人
が
多
く
い
る
よ
う
に
思
わ

れ
ま
す
。
私
に
は
無
理
か
も
知
れ
ま
せ

ん
が
、
こ
の
言
葉
の
境
地
に
少
し
で
も

近
づ
け
た
ら
と
願
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

坂
出
教
会

小
野
雅
之

懐
か
し
い
キ
リ
ス
ト
と
の
出
会
い

洗
礼
志
願
者
と
し
て

と
て
も
幼
い
頃
、
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
で

あ
る
両
親
に
連
れ
ら
れ
て
訪
れ
た
教
会
の

こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
幼

児
洗
礼
を
受
け
る
こ
と
も
な
く
、
教
会
と

長
い
間
離
れ
た
生
活
を
送
っ
て
き
ま
し
た
。

結
婚
を
機
に
再
び
ご
ミ
サ
に
与
る
機
会

に
恵
ま
れ
、
懐
か
し
い
「
恩
師
」
の
よ
う

な
キ
リ
ス
ト
に
出
会
い
ま
し
た
。
今
で
は

信
者
で
あ
る
主
人
と
小
さ
な
子
ど
も
と
共

に
中
島
町
教
会
に
通
っ
て
い
ま
す
。
人
の

温
か
さ
、
た
と
え
ば
ク
リ
ス
マ
ス
の
時
期

な
ど
季
節
ご
と
に
装
い
を
変
え
る
教
会
の

雰
囲
気
が
好
き
で
す
。

洗
礼
を
間
近
に
控
え
、
あ
る
時
ま
で
は

こ
の
よ
う
な
時
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
る

と
は
思
い
も
よ
ら
な
か
っ
た
の
に
、
こ
れ

も
主
キ
リ
ス
ト
の
お
導
き
と
あ
り
が
た
く

思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

受
洗
後
は
、
更
に
自
分
自
身
の
信
仰
を

深
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て

少
し
で
も
教
会
の
共
同
体
に
関
わ
っ
て

い
け
る
よ
う
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
ご
指
導
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

中
島
町
教
会

御
庄
律
子

人
間
は
か
け
が
え
の
な
い

大
事
な
存
在
で
あ
る

高
知
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
活
動

高
知
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー

は
、
出
会
う
、
分
か
ち
合
う
、
生
き
る

を
活
動
精
神
と
し
て
、
社
会
の
中
で
、

社
会
と
と
も
に
、
社
会
の
た
め
に
活
動

し
、
今
年
で
開
設
三
一
年
に
な
り
ま
す
。

ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
活
動
に
は
種
々
あ
り
ま

す
が
、
今
一
番
大
事
な
活
動
は
親
子
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
す
。

そ
れ
は
「
人
間
は
か
け
が
え
の
な
い

大
事
な
存
在
」
を
基
礎
と
し
、
親
も
子

も
大
事
な
他
者
と
し
て
出
会
い
絆
を
深

め
る
た
め
、
「
聞
く
」
・
「
話
す
」
・

「
対
話
」
を
三
つ
の
柱
と
し
て
、
親
の

提
出
す
る
事
例
で
体
験
し
、
身
に
つ
け

て
い
く
も
の
で
す
。
こ
の
三
つ
を
簡
単

に
言
い
ま
す
と
、
「
聞
く
」
は
他
者
が

自
分
の
体
験
、
感
情
、
価
値
観
に
対
し

て
責
任
を
と
る
余
裕
を
与
え
、
手
助
け

を
す
る
。
「
話
す
」
（
私
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
）
は
関
わ
り
の
中
で
肯
定
的
で
あ
れ
、

否
定
的
で
あ
れ
体
験
し
た
こ
と
を
誠
実

に
伝
え
る
。
「
対
話
」
は
自
分
の
子
と
、

価
値
観
を
話
し
合
っ
て
お
互
い
を
知
り
、

お
互
い
を
よ
り
大
事
に
す
る
よ
う
に
な

る
こ
と
で
す
。
人
間
の
根
本
は
自
分
を

認
め
て
欲
し
い
、
つ
な
が
り
が
欲
し
い
、

関
わ
り
が
欲
し
い
、
親
し
み
が
欲
し
い

と
い
う
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
何

よ
り
親
子
の
関
わ
り
が
人
間
関
係
の
基

本
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。

江
ノ
口
教
会

市
川
公
子

四
旬
節
黙
想
会

赦
し
の
秘
跡
の
大
切
さ
を
再
確
認

桜
の
開
花
が
待
た
れ
る
三
月
一
二
日
、

中
島
町
教
会
で
は
四
旬
節
第
二
主
日
の

ミ
サ
の
説
教
で
、
又
ミ
サ
後
に
、
諏
訪

神
父
と
ブ
ラ
ッ
ド
リ
ー
神
父
と
共
に
ミ

サ
を
司
式
な
さ
っ
た
溝
部
司
教
の
ご
指

導
を
仰
ぎ
、
三
部
構
成
の
黙
想
会
が
持

た
れ
た
。

協
力
司
牧

態
勢
が
進

ん
で
い
る

江
ノ
口
・

中
島
町
の

二
教
会
合

同
ミ
サ
で

は
洗
礼
志

願
式
も
行

わ
れ
、
七
人
の
志
願
者
が
洗
礼
準
備
期

に
入
っ
た
。

さ
て
、
こ
の
日
の
福
音
は
マ
ル
コ
九
・

二
～
一
〇
、
こ
れ
を
受
け
て
黙
想
会
の

講
話
第
一
部
の
テ
ー
マ
は
「
彼
に
聞
け
」
。

聖
書
を
味
読
し
よ
う
と
い
う
こ
と
だ
っ

た
。第

二
部
の
テ
ー
マ
は
「
赦
し
と
癒
し
」
。

ル
カ
五
章
、
マ
タ
イ
五
～
七
章
を
引
用

さ
れ
、
イ
エ
ス
に
出
会
っ
て
初
め
て
罪

の
自
覚
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
話
さ
れ
た
。
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黙想会での溝部司教



｢
他
人
に
舌
の
災
い
を
与
え
て
い
な
い
か｣

の
問
い
か
け
が
胸
に
痛
か
っ
た
。
そ
し

て
、
心
の
奥
底
に
あ
る
性(

さ
が)

と
い

う
か
業
（
ご
う
）
を
赦
し
て
く
れ
と
祈

る
こ
と
で
、
癒
し
の
秘
跡
が
授
け
ら
れ

る
と
説
か
れ
た
。

第
三
部
は
昼
食
後
、
テ
ゼ
の
祈
りJ

es

us
,
r
em
e
m
b
e
r
m
e
w
h
e
n
y
o
u
c
om
e

into
your

kingdom.
を
習
い
、
歌
っ

て
始
ま
っ
た
。
第
二
部
を
更
に
敷
衍(

ふ

え
ん)

し
、
罪
の
連
鎖
を
断
ち
切
る
為
に

赦
し
の
秘
跡
が
あ
る
と
話
さ
れ
た
。
ミ

サ
を
通
じ
て
世
界
に
救
い
が
も
た
ら
さ

れ
る
と
も
言
わ
れ
、
目
か
ら
鱗
の
落
ち

る
よ
う
な
思
い
を
し
た
。
別
府
出
身
の

司
教
様
は
罪
の
赦
し
は
温
泉
の
効
用
に

似
て
、
「
体
内
の
毒
気
を
出
す
」
の
だ

と
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
説
か
れ
、
四

旬
節
中
の
回
心
式
に
つ
な
げ
ら
れ
た
。

体
調
が
優
れ
な
い
由
で
心
配
だ
っ
た

が
、
仙
台
で
は
三
月
四
日
に
平
賀
新
司

教
様
の
叙
階
式
が
行
わ
れ
て
安
堵
な
さ
っ

た
ご
様
子
も
伺
え
、
共
同
体
も
慶
事
を

祝
い
、
高
松
に
愛
車
で
急
ぎ
戻
ら
れ
る

司
教
様
を
感
謝
の
念
で
お
見
送
り
し
た
。

教
会
の
刷
新
の
為
、
霊
の
道
を
真
摯
に

歩
む
こ
と
を
肝
に
銘
じ
た
い
。

中
島
町
教
会

吉
竹
圭
子

賑
や
か
に
教
会
学
校

教
会
で
楽
し
く
過
ご
せ
る
時
間
を

毎
月
第
二
、
第
四
日
曜
日
の
御
ミ
サ

の
後
、
お
う
ど
ん
を
食
べ
た
り
、
芝
生

で
遊
ん
だ

り
、
そ
れ

ぞ
れ
元
気

に
飛
び
跳

ね
て
い
る

子
ど
も
た

ち
を
集
め

る
の
は
至

難
の
技
。

や
っ
と
集

合
し
て
も
、
お
し
ゃ
べ
り
に
花
が
咲
い

て
賑
や
か
な
教
会
学
校
が
始
ま
り
ま
す
。

今
は
人
数
が
少
な
く
、
小
学
生
と
幼
児

が
一
緒
に
や
っ
て
い
ま
す
が
、
少
な
い

今
だ
か
ら
こ
そ
、
教
会
で
楽
し
く
過
ご

せ
る
時
間
を
作
っ
て
あ
げ
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
「
こ
じ
か
」
で
勉
強
す
る

以
外
に
要
望
を
聞
い
て
ゲ
ー
ム
や
カ
ー

ド
作
り
、
そ
し
て
先
月
は
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
を
利
用
し
て
の
小
物
作
り
に
挑
戦

し
ま
し
た
。
細
か
い
所
ま
で
丁
寧
に
仕

上
げ
を
し
て
い
る
姿
や
、
次
々
と
出
る

ア
イ
デ
ィ
ア
に
感
心
し
て
ば
か
り
で
し

た
。
い
つ
か
こ
の
子
達
が
、
大
人
に
な

り
神
様
の
み
も
と
に
集
ま
っ
た
時
、
今

の
こ
の
時
を
、
暖
か
い
心
で
思
い
出
し

て
も
ら
え
た
ら
、
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。

徳
島
教
会

河
野
恵
理
子
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高
松
市
の
沖
合
い
四
キ
ロ
の
と
こ

ろ
に
女
木
島
が
あ
り
、
女
木
島
の
港

か
ら
徒
歩
一
〇
分
ぐ
ら
い
の
と
こ
ろ

に
カ
ト
リ
ッ
ク
女
木
教
会
が
あ
り
ま

す
。
建
物
は
民
家
で
、
か
な
り
古
く

昭
和
三
五
年
ご
ろ
に
建
て
ら
れ
た
も

の
で
、
私
が
小
学
生
の
時
に
、
日
曜

学
校
の
遠
足
で
訪
れ
た
り
、
青
年
会

の
頃
に
は
交
流
会
で
利
用
し
た
り
し

ま
し
た
。

昨
年
の
一
一
月

に
、
司
教
様
と
話

を
す
る
機
会
が
あ

り
、
八
月
の
ケ
ル

ン
大
会
の
こ
と
を

聞
き
ま
し
た
。
世

界
中
か
ら
大
勢
の

青
年
達
が
集
ま
っ

て
野
宿
ま
で
し
て

話
し
合
っ
た
と
、

ま
る
で
御
自
分
が

青
年
で
あ
る
か
の
よ
う
な
情
熱
で
話

さ
れ
ま
し
た
。
「
こ
の
青
年
の
力
を
、

今
教
会
は
必
要
と
し
て
い
る
」
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
私
達
が
青
年

の
頃
は
、
高
松
司
教
区
に
「
い
ば
ら

の
冠
」
が
あ
っ
て
、
毎
年
夏
に
な
る

と
高
知
県
の
施
設
に
大
勢
集
ま
っ
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
ま
し

た
。
今
の
青
年
に
も
、
こ
の
よ
う
な

機
会
が
あ
れ
ば
情
熱
が
出
せ
る
と
思

い
ま
す
が
、
な
か
な
か
見
つ
け
出
せ

な
い
で
迷
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

今
現
在
の
女
木
教
会
は
、
草
も
生

え
る
に
任
せ
て
建
物
も
傷
ん
で
い
ま

す
。
司
教
様
に
、
こ
の
話
を
し
た
と

こ
ろ
、
青
年
達
の
手
で
女
木
教
会
を

復
活
で
き
れ
ば
い
い
な
と
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
ま
し
た
。
早
速
、
濱
口
秀
昭
神

父
さ
ま
と
下
見
に
行
っ
て

き
ま
し
た
が
、
草
だ
け
で

な
く
木
も
背
丈
以
上
に
生

え
て
い
て
、
建
物
も
屋
根

や
壁
が
相
当
傷
ん
で
い
ま

し
た
。
そ
し
て
、
今
年
の

三
月
に
草
刈
り
に
行
こ
う

と
、
元
青
年
達
に
声
を
掛

け
て
、
浜
口
末
男
神
父
様

は
じ
め
有
志
数
人
で
草
刈

り
を
し
ま
し
た
。

女
木
教
会
が
復
活
す
る

こ
と
で
、
教
区
内
の
青
少
年
活
動
や

信
徒
達
の
活
動
に
利
用
で
き
る
よ
う

に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
青
年

達
が
、
こ
の
女
木
教
会
復
活
の
活
動

に
少
し
で
も
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。
私
を
は
じ
め
元

青
年
達
も
、
そ
の
時
に
は
力
を
お
貸

し
す
る
つ
も
り
で
い
ま
す
。

番
町
教
会

八
尾
憲
治

３月草刈りの時の女木教会

カトリック女木教会

クリスマス聖劇を演じた
日曜学校の子どもたち

み
ん
な
で
復
活
さ
せ
よ
う



カトリック高松教区報 ２００６年５月７日（第１１１号） ( 8 )

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

編
集
後
記

◆
高
松
教
区
で
は
、
宣
教
司
牧
評
議

会
が
発
足
し
ま
し
た
。
青
少
年
委
員

会
も
体
制
を
新
た
に
し
て
活
動
を
始

め
ま
し
た
。
新
し
く
シ
ス
タ
ー
を
迎

え
生
涯
養
成
委
員
会
も
発
足
し
ま
し

た
。
信
者
の
皆
さ
ま
が
一
致
協
力
を

し
て
活
発
に
活
動
し
て
い
く
体
制
を

整
え
ら
れ
ま
し
た
。
◆
教
区
報
も
隔

月
に
発
行
す
る
よ
う
に
な
り
、
よ
り

多
く
の
方
か
ら
、
投
稿
し
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
た
だ
残
念
な
の
は
、

本
年
一
月
一
日
発
行
の
教
区
報
で
、

信
者
の
皆
さ
ま
か
ら
の
自
由
な
ご
意

見
を
投
稿
し
て
い
た
だ
こ
う
と
、
信

者
の
声
欄
を
設
け
ま
し
た
が
、
こ
れ

ま
で
投
稿
が
一
件
も
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
こ
れ
か
ら
は
、
信
者
の
皆
さ
ま
と

と
も
に
、
教
会
を
ど
の
よ
う
に
し
て

い
け
ば
い
い
の
か
、
一
人
ひ
と
り
が
、

考
え
、
声
を
出
し
、
意
見
を
言
い
な

が
ら
お
互
い
手
を
携
え
て
高
松
教
区

を
盛
り
た
て
て
行
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
広
報
担
当

和
泉
文
男
）
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５月13日～14日（土～日）

札幌教区司教青年カテケージス
５月20日～26日（土～金）

聖パウロ会黙想会指導
５月28日（日） ルルド祭（三本松教会）
５月30日（火） 長崎教区幼稚園総会
６月１日（木） 常任司教委員会

６月４日（日） 聖霊降臨祭（カテドラル）
６月６日（火） 司祭評議会
６月８日～９日（木～金）

合同修練長研修会（東京）
６月11日（日） 堅信式（郡中教会）
６月12日～16日（月～金）

司教総会
６月18日（日） カトリック医師会
６月26日～28日（月～水）

大阪管区司祭研修会

投稿記事募集

【字 数】原稿は３００字以内（写真歓迎）
【内 容】記事の内容は自由、ただし中傷・誹謗はご遠慮下さい。

～その他募集要領は高松教区報109号（2006年１月１日）に記載のとおり～
【投稿先】メール：tk-koho@mxi.netwave.or.jp

郵 便：〒760-0074 高松市桜町１丁目８－９
カトリック高松司教区広報担当 宛
（℡087-831-6659）

ＦＡＸ：087-833-1484


